
農業委員会だより

問農業委員会事務局
☎ 63-1459

　農業委員会事務局では、荒れた農地をなくしたり、農
業に関わって頑張っている人を支え、安心安全な食材を
提供したりするお手伝いをしています。

　
「
先
祖
か
ら
受
け
つ
い
だ
農
地
を
持
っ
て

い
る
が
管
理
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
農
地

が
荒
れ
て
困
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
、「
農
地
貸
借

カ
ー
ド
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
農
地
を

借
り
た
い
人
、
貸
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
農
地
貸
借
カ
ー
ド
設
置
場
所

・
JA
た
ま
な
荒
尾
市
総
合
支
所

・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
農
業
者
年
金
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
あ
る
農
業
者
※
が
よ
り
豊
か
な
老
後

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
国
民

年
金
（
基
礎
年
金
） 

に
上
乗
せ
し
た
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。
掛
け
金
の
全
額
（
最
大
で

年
額
80
万
４
千
円
） 

が
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
人
。

　

農
地
を
持
っ
て
い
た
人
が
亡
く
な
り
、

そ
の
農
地
を
相
続
を
し
た
人
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
国
農
業
新
聞
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専

門
誌
で
す
。
最
新
の
農
政
情
報
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
、
農
業
経
営
に
も
役
立
つ
情
報

や
農
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
話
題
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
購
読
を
希
望
す
る
人
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
購
読

料
は
月
額
７
０
０
円
で
す
。

　
農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
駐
車
場
な
ど

に
使
っ
た
り
、
別
の
目
的
で
使
う
こ
と
を

農
地
転
用
と
い
い
ま
す
。

　

農
地
は
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
農
地

法
に
よ
り
自
由
に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

荒
れ
て
い
る
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
地
を
相
続
し
た
ら
届
出
が
必
要
で
す

全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
土
地
は
農
地
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　農業委員会は農地の相談窓口です。農地の困りごとや相談
ごとがあれば、お近くの農業委員、農地利用最適化推進委員
か農業委員会事務局へご連絡ください。

■農地のよろず相談受け付けます

●農業委員
名前 行政区 名前 行政区

福
ふ く だ

田榮
えいいち

一 市屋 上
う え だ き よ ふ み

田清史 川後田
齊
さいとう

藤 健
たけし

大島下 前
ま え だ

田博
ひろのり

礼 野原北
濵
はまさき

﨑仁
ひろみち

道 上井手上 古
こじょうよしろう

城義郎 有明城
山
やまかわひであき

川英昭 陣屋敷 中
なかおじゅんいち

尾純一 中一部
畑
は た だ

田香
か お り

織 緑ケ丘 2 丁目 德
とくやま

山孝
こうすけ

介 小野
内
う ち だ ひ ろ あ き

田浩明 府本下 前
ま え だ

田真
し ん や

也 水島
成
なりとくちかゆき

徳親幸 樺下 濱
は ま だ

田陽
よ う こ

子 高浜

各委員までお
気軽にご相談
ください

●農地利用最適化推進委員
名前 行政区 担当地区

垣
か き た

田吉
よ し ほ

穂 普源寺 荒尾
南
みなみじま

嶋英
ひ で お

雄 陣屋敷 平井
前
ま え だ

田 實
みのる

金山下 府本
田
たのうえ

上愼
しんいち

一 菰屋南 八幡
藤
ふじおか

岡好
よしゆき

行 向一部 有明
松
まつおか

岡秀
しゅういち

一 牛水上 清里

宮崎兄弟資料館・シンガポール晩晴園
共同報告書発刊記念イベント

宮崎兄弟と孫文の遺産

9 月 1 日㈰、文化センター　小ホールで宮崎兄弟資料
館とシンガポールの孫文記念館・晩晴園との共同報

告書発刊を記念するイベント「宮崎兄弟と孫文の遺産」
を開催しました。7 月に発刊した共同報告書「日本から
シンガポールへ　宮崎兄弟と孫文と辛亥革命」の内容紹
介と宮崎兄弟と孫文の友情の歴史の重要性を再確認する
シンポジウムをメインに、一小 6 年生によるペープサー
ト（紙人形劇）や荒尾太鼓による宮崎滔天をイメージし
た曲「怒涛」の披露も行われました。フィナーレでは、
市とシンガポール国

こ っ か ぶ ん ぶ つ き ょ く

家文物局との間で新たに協定書を締
結しました。
　これからも市はシンガポールとともに、報告書を活用
した青少年交流などの新たな取り組みを行っていきます。

新協定書に調印した浅田市長 ( 右 ) と
シンガポール国家文物局のアルビン・
タン副局長（左）

❶❷ シンポジウム「宮崎兄弟と孫文の友情の歴史をもとに地域の
可能性を考える」写真❷右からアルビン・タンさん（シンガポール
国家文物局副局長）、クァ・パクリムさん（孫中山南洋紀念館学術
顧問）、写真❶右から姜

かん

尚
さんじゅん

中さん（熊本県立劇場館長）、野
の だ

田真
ま い

衣（市
執筆者）❸ 一小 6 年生による宮崎兄弟と孫文の友情物語のペープ
サート❹ 会場が沸いた荒尾太鼓による演奏

❶ ❷ ❸

❹

　

時
代
に
先
駆
け
た
平
和
主
義
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
父
・
長
藏
の
教
え
を

受
け
た
宮
崎
兄
弟
は
、
全
員
が
志
士

と
な
り
、
社
会
変
革
に
向
け
て
人
生

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
中
で
も
末
弟
の

滔
天
は
、
兄
た
ち
の
遺
志
を
継
ぎ
、

中
国
革
命
を
指
導
す
る
孫
文
を
献
身

的
に
支
援
し
ま
す
。

　

孫
文
は
滔
天
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
、
日
本
の
志
士
と
交
流
を
深

め
た
こ
と
で
中
国
同
盟
の
結
成
に

至
り
、
そ
の
指
導
理
念
と
し
て
三

民
主
義
を
唱
え
ま
し
た
。
孫
文
を
中

心
と
す
る
革
命
派
た
ち
の
活
動
に

よ
り
革
命
思
想
が
普
及
し
た
結
果
、

１
９
１
１
年
に
辛
亥
革
命
が
勃
発
。

そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
滔
天
は
革
命

同
士
を
助
け
る
た
め
中
国
に
渡
り
ま

し
た
。
革
命
は
成
功
し
、
ア
ジ
ア
初

の
共
和
国
で
あ
る
中
華
民
国
が
建
国

さ
れ
、
孫
文
は
臨
時
大
統
領
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
兄

弟
と
孫
文

の
友
情
は
、

革
命
後
も

お
互
い
が

亡
く
な
る

最
後
ま
で

続
き
ま
し

た
。

宮
崎
兄
弟
と
孫
文

▲大正 2 年、孫文が宮崎家を訪れた
時の写真。
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